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11
月
12
日
（
日
）
秋
空
の
下
、
自
由
が
丘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
今
回
は
、
フ
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
の
開
催
で
し
た
。
家
族
連
れ
や
年
配
の
ご
夫
婦
、
友
達
同
士
の
子
ど
も
た
ち

な
ど
、
完
歩
賞
を
目
指
し
555
名
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
各
地
区
の
集
会
所
で
は
、
お
菓
子
、
み
か
ん
、
ぜ
ん
ざ

い
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
も
て
な
し
が
参
加
者
を
迎
え
、
道
中
安
全
を
見
守
る
立
当

番
の
方
か
ら
は 

ガ
ン
バ
レ
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
後
は
、
体
育
館
で
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
豪
華
賞
品
に
一
喜
一
憂
。

　

自
分
た
ち
の
街
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
、
汗
と
笑
顔
が
た
え
な
い
一
日
で
し
た
。

　

行
事
に
か
か
わ
っ
た
役
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

本町２丁目

西地区 あかねが丘

わくわくステーション

抽選会：体育館

ピアン

あさひが丘

北地区

中2丁目

開会式：中央公園

ゴール：公民館 学校北

本町３丁目

中1丁目

受付：公民館

白菊 東１丁目

自由が丘の人口
令和 5 年11月末現在（前月比）

　人　口　15,617（-32）
　　男　　 7,442
　　女　　　8,175
　世帯数  　7,322（-5）

歩いて、笑って、健康になろう！歩いて、笑って、健康になろう！
自由が丘地区ウォーキングフェスティバル開催自由が丘地区ウォーキングフェスティバル開催

2023年11月12日（日）



医療法人社団　朋優会

●病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認定病院

救急指定  労災指定　TEL 85-3061
三木山陽病院

〒673-0501　三木市志染町吉田1213-1

＊内科全般　＊整形外科
＊外　　科　＊眼　　科
＊皮 膚 科　＊泌尿器科
＊血液透析　＊リウマチ科
＊リハビリテーション科

診療
科目

＊胃・大腸カメラ・エコー・心電図
＊Ｘ線（MRI・マルチスライスCT）
＊眼底・骨密度測定
＊血管造影など

検査

月

○

○

診療時間

内　　科
整形外科

午前 ９：００～１２：００

午後 ５：００～ ８：００

火

○

×

水

○

○

木

○

×

金

○

○

土

○

×

日・祝

×

×

○午前 ９：００～１２：００ ○ × ○ × ○ ×

○午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

眼　　科

外　　科

皮 膚 科

×午前 ９：００～１２：００

午後 1：4０～ ４：００

× ○ ○ ○ ○ ×

○ × × × × × ×
泌尿器科

※なお、皮膚科の診療については中学生以上の患者様を対象とさせていただきます。
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　耳は音を聴く器官ですが、大きく分けると①音を集める部分（外耳
道・鼓膜・耳小骨）と、②集めた音を感じとる部分（内耳）に分かれ
ます。これらのどこが障害しても難聴になるのですが、①の障害で生
じる難聴を伝音難聴といい、中耳炎による難聴はこれになります。②
の障害で生じる難聴を感音難聴と言います。鼓膜が全く正常でも、す
なわち音をうまく集めることができても、音を感じる内耳がだめにな
ると、難聴になります。
　今回は突発性難聴（以下突難と略します。）についてお話をしま
しょう。
　突難は突然起こる原因不明の高度感音難聴と定義されます。ですか
ら鼓膜は正常なことが多く鼓膜を見ただけではわかりません。聴力検
査をして初めてわかります。原因は不明で、ウイルス説、循環不全説
がありますが、未だはっきりしません。したがって突難には機序の違
う疾患がいくつか含まれているのではないかとも言われます。
　診断は聴力検査です。左右差があることが圧倒的に多いです。
　治療はステロイドの内服・点滴、ビタミン剤、循環改善剤等があり
ます。手術は行いません。ここで大事なのは治療開始時期です。でき
るだけ早期に治療を開始するのが良いのです。遅くなると治癒率が大
幅に悪化します。　治癒率ですが、全体の 40％が治癒（元に戻る）、
40％が改善（改善するが元までは戻らない）、残る 20％は全く改善

≪年末・年始火災特別警戒≫
『期間』　令和 5 年12月20日（水）～
　　　　令和 6 年 1 月10日（水）

　年末年始は一段と寒さも厳しさを増し、火
の取り扱いや暖房器具を使用する機会が多く
なります。また、空気が乾燥し、年の瀬を迎

える慌ただしさの中、ちょっとした不注意で火災が発生しや
すい時期になります。
　ひとたび火災が発生すれば、人命や近隣への延焼拡大の危
険が予想されます。
　三木市消防署では特別警戒期間中、広報及び道路パトロー
ルで火災予防を呼びかけますので、ご理解とご協力をお願い
します。

ご家庭でも次のような点に気をつけて、明る
い新年を迎えましょう。
　①  家の周りには燃えやすいものを置かな

いようにしましょう。
　②  台所などで火を使っているときは、そ

の場を離れないようにしましょう。
　③ 外出時や寝る前には必ず火の元を確かめましょう。
　④  住宅用火災警報器をまだ設置していない家庭は、すぐ

に設置しましょう。
　⑤  住宅用火災警報器は、古くなると本体内部の機器が劣

化し火災を感知しなくなることがあります。設置から
10年以上経過している場合は交換しましょう。また、
交換の際には、一つの機器が感知すれば全てが鳴動す
る「連動型住宅用火災警報器」の購入を推奨します。

《天ぷら油火災について》
　天ぷら油火災の多くは、天ぷらを揚げてい
る時に電話が鳴って応答していた間や、来客
の対応で台所を離れていた時など、ちょっと
した油断が原因で火災が発生しています。

天ぷら油火災の防止について
　① コンロに火を点けたままその場を離れない。
　② 過熱防止装置の付いたコンロを使用する。
　③  来客などで、その場を離れる時はコンロの火を消す。

安全安心をめざす兵庫ハイウェイ
～高速道路の交通事故防止～

はじめに
　県下の高速道路及び自動車専用道路（以下

「高速道路等」という。）では、9月末現在、人
身事故が500件、物損事故が5,264件発生し、昨年の同じ時期

と比較すると増加しています。死亡事故については、10月13日現在、6件（死者
数6名）と昨年から4件5名減少しています。
　しかし、年末にかけては、日没と交通量が増加する通勤の帰宅時間帯が重なる夕
暮れ時に交通事故が多発する傾向にあることから、予断を許さない状況にあります。

高速道路上での安全確保
やむを得ず高速道路上で停止した場合の措置
　事故や故障により、高速道路上でやむを得ず停止してしまった場合は、

　　○ 路上に立たない
　　○ 車内に残らない
　　○ 安全な場所に避難する

の高速道路における「緊急時の3原則」を実践し、命を守る
ための行動をとってください。
　また、独自の判断で行動せず、警察、道路管理者等に連絡し、指示に従ってください。

高速隊が取り組んでいる交通事故防止対策
　安全で安心して走行できる高速道路の快適な交通環境の実現に向け、
　○  速度超過違反、あおり運転（車間距離不保持等）をはじめとする重大事故に

直結する交通違反及び後部席を含むシートベルト装着義務違反の取締り
　○ 雨天時のスリップ事故防止に向けた警戒活動
　○  道路管理者との連携による安全施設の整備や広報活動の強化
などの対策に力を入れています。

安全で安心して走行するために
　これから年末を迎えるにあたり、高速道路等においても交通量が増加し、交通
事故が急増することが懸念されることから、安全で安心して走行するために
　〇 安全速度を守る
　〇 走行車線は左車線、追越車線は右車線
　〇 標識、表示をよく見て、逆走防止
　〇 十分な車間距離をとる
　〇 故障等で、やむを得ず停車する場合は左側路肩に停止する
　〇 急なブレーキ、急な車線変更はしない

等を遵守し、一人一人が高速道路の危険性を認識して走行することが大切です。

交番からのお知らせ

消防だより

糖
尿
病
と
目立

神
眼
科　

立　
神　
英　
宣

突発性難聴
　　　　　毛利耳鼻咽喉科　　　　　　　

　　　　　院長　　毛利　光宏

しない、と言われています。治療前にその患者様がどのカテゴリーま
で改善するかはわかりませんが、難聴の程度が悪いほど元に戻りにく
いとされます。
　急な難聴を自覚した場合、できるだけ早期に（早ければ早いほど良
い）耳鼻科に受診し、治療を開始することが最も大事です。
　合併症ですが突難の約半数に眩暈が起こるとされています。また耳
鳴を伴うことが多く、困ったことに聴力が改善しても耳鳴が残ること
が多く見られます。
　最後に突難の類似疾患をご紹介します。
1、急性低音障害型感音難聴
　急に起こる難聴ですが、低音領域だけが悪くなるものです。メニエ
ル病と近いとされ、突難と同じ治療を行いますが、効果がよくない場
合はメニエル病と同じ投薬をします。　
2、外リンパ瘻
　内耳に小さい穴があいて、内耳内の外リンパ液が中耳に漏れ出す疾
患です。突難と同じく急激に起こる高度感音難聴をきたします。突難
と診断されている中にはこの外リンパ瘻が含まれている可能性があり、
保存的治療で改善ない場合には、当疾患を疑う必要があります。外リ
ンパ瘻と診断された場合、しばらく自然閉鎖を期待しますが、改善な
い場合は閉鎖手術をします。
　突然発症する高度難聴の場合、耳鼻科医は上記の疾患を念頭に入れ
つつ、突難の診断治療を行います。くれぐれも受診時期が遅くならな
いようご注意ください。
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ふ
る
さ
と
祭
り

ふ
る
さ
と
祭
り

★
中
2
丁
目
自
治
会

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

10
月
29
日
（
日
）
ふ
る
さ
と
祭

り
を
行
い
ま
し
た
。
法
被
姿
の

子
ど
も
た
ち
が
神
輿
を
引
い
て

町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
町
内

中
に
響
き
、
活
気
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
神
輿
が
帰

還
し
て
か
ら
、
有
志
の
方
の
す

ば
ら
し
い
三
味
線
の
演
奏
と
合

唱
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
昼
食
を
と
っ
た
り
抽
選

会
を
し
た

り
と
小
さ

な
子
ど
も

か
ら
ご
年

配
の
方
ま

で
楽
し
い

1
日
を
過

ご
し
ま
し

た
。

★
学
校
北
地
区

　

学
校
北
自
治
会
館
で
10
月
28

日
（
土
）
ふ
る
さ
と
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
弁
当
や
巻
き
寿
司
の
売
り

場
は
大
賑
わ
い
で
完
売
し
ま
し

た
。
童
心
に
帰
っ
て
輪
投
げ
に

興
じ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
々

と
歓
談
し
、
最
後
は
空
く
じ
な

し
の
く
じ
引
き
会
で
し
た
。
当

た
っ
た
新
米
や
タ
イ
ガ
ー
ス
柄

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

を
手
に
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
帰

宅
し
ま
し
た
。

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
17
日
（
金
）
と
18
日
（
土
）

に
は
校
内
音
楽
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
4
年
ぶ
り
に
人
数
制
限
を
せ
ず
、
地
域

の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
避
け
て

い
た
歌
唱
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
う
こ
と
が

で
き
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
元
通
り
の
音

楽
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
創
り
出
す
ハ
ー

モ
ニ
ー
や
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

自
由
っ
子
が
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

心
を
合
わ
せ
、創
り
上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

行
事
は
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

行
事
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
、

ま
さ
に
実
り
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

実
り
の
秋

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
な
ど
、
大

変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
2
学
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
軽
減

さ
れ
た
も
の
の
、
10
月
に
入
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
た
た
め
、
学
校

行
事
も
多
少
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
幸
い
そ
の
流
行
の
前
後
に
5
年
生

の
自
然
学
校
と
6
年
生
の
修
学
旅
行
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
4
年

ぶ
り
に
広
島
地
方
へ
の
修
学
旅
行
が
復
活

し
た
こ
と
は
元
の
学
校
生
活
に
戻
っ
て
き

た
と
い
う
象
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
各

学
年
の
校
外
学
習
も
11
月
に
予
定
通
り
行

本
町
防
災
訓
練

　

10
月
29
日
（
日
）
本
町
2
丁
目

と
3
丁
目
合
同
で
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
市
の
危
機
管
理
課
、

消
防
署
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
災

害
時
の
対
処
法
や
消
火
器
、
消
火

栓
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
発

電
機
の
作
動

を
確
認
し
ま

し
た
。
参
加

人
員
は
役

員
・
班
長
他

27
名
で
し
た
。

自
老
連
だ
よ
り

旭
友
会
か
ら
活
動
報
告

　

10
月
15
日
（
日
）
自
治
会
主
催

で
「
秋
の
夜
長
を
楽
し
む
会
」
の

秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

旭
友
会
も
何
か
ご
協
力
を
と
い
わ

れ
婦
人
部
自
慢
の
赤
飯
250
食
を
賄

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

婦
人
部
は
前
日
よ
り
仕
込
み
、

当
日
早
朝
か
ら
炊
き
込
み
と
大
忙

し
、
男
性
は
9
時
よ
り
他
団
体
と

共
に
テ
ン
ト
を
組
み
立
て
、
長

机
・
椅
子
を

運
び
込
み
、

電
気
配
線
を

各
テ
ン
ト
に

吊
り
下
げ
る

作
業
を
し
ま

し
た
。
11
時

頃
各
店
舗
の

準
備
完
了
。

　

会
館
内
に

入
り
婦
人
部

の
赤
飯
の

パ
ッ
ク
詰
め
を
手
伝
い
12
時
半
頃

250
食
を
無
事
完
了
。
そ
の
後
15
時

半
か
ら
開
店
準
備
、
16
時
か
ら
販

売
開
始
。
18
時
半
に
無
事
完
売
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
部
門
で
は
会
員
6
名

が
熱
唱
し
、
19
時
か
ら
は
会
員
19

名
で
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
19
時
半
か
ら
大
抽
選
会
を
行

い
20
時
半
終
了
・
解
散
し
ま
し
た
。

　

皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
Ｈ
・
Ｙ
）

公
民
館
に
美
し
い
花
が

 

集
ま
り
ま
し
た

◦
自
老
連　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

11
月
8

日
（
水
）、

年
2
回
恒

例
行
事
と

し
て
お
世

話
に
な
っ

学
・
園
通
信
（
自
由
が
丘
小
学
校
）

て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
す
。

自
老
連
の
皆
さ
ん
に
公
民
館
へ
お

越
し
い
た
だ
き
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や

花
壇
に
ビ
オ
ラ
を
植
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
か
わ
い
い
花
に
心
が

和
み
ま
す
。

◦ 

菊
の
花
の
鉢
植
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

同
日
、
あ
か
ね
ク
ラ
ブ
の
吉
田

さ
ん
か
ら
立
派
な
菊
の
花
の
鉢

植
え
を
提
供
い
た
だ
き
、
玄
関
前

が
華
や

か
に
な

り
ま
し

た
。

　

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
公
民
館
に
お
越
し
の
際
に
は

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

サ
タ
デ
ー
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

自
由
が
丘
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

「
循
環
型
社
会
」
の
構
築
や
「
地

球
温
暖
化
防
止
」
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
と
住
民
の
交
流
を
図
り
、
公
民

館
を
ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
周
知
す
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

日　

時
： 

令
和
６
年
２
月
３
日（
土
）

9
：
00
～
12
：
00

場　

所
：
自
由
が
丘
公
民
館 

体
育
館

募
集
数
：
24
ブ
ー
ス
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

出
店
料
：
無
料

受　

付
： 

１
月
15
日
（
月
）
～

２
月
２
日
（
金
）

8
：
30
～
17
：
00

　
　
　
　

※ 

日
曜
日
・
月
末
休
館
日

を
除
く
（
先
着
順
）

主　

催
： 

自
由
が
丘
市
民
協
議
会
・

自
由
が
丘
公
民
館

　

皆
様
、
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

は
公
民
館
ま
で

（
８
５-

４
７
０
０
）

校内音楽会 賑わい戻った前回風景自然学校

ご案内
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ワ ン ネ ス 株 式 会 社
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地域と共に未来を創る
不動産総合プロデュース

西村興産株式会社
TEL　0794-85-1177㈹
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公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

の
び
の
び
じ
ゆ
う
っ
子

の
び
の
び
じ
ゆ
う
っ
子

●
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
！
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！！

　

10
月
27
日
（
金
）T

eeter- T
otter

の
宮
崎
和
歌
子
先
生
他
3
人
の
先
生
に

お
越
し
い
た
だ
き
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
魔
女
」「
ミ
イ
ラ
」「
黒
猫
」「
う
さ

ぎ
」
に
扮
し
た
先
生
が
登
場
し
、
最
初

に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
由
来
と
関
係
す
る
簡

単
な
英
単
語
を
学
び
ま
し
た
。
手
遊
び

や
ス
テ
ッ
プ
ソ
ン
グ
で
遊
び
、
ジ
ャ
コ

ラ
ン
タ
ン
を
紙
袋
で
作
っ
て
親
子
で
遊

び
ま
し
た
。
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た

と
き
「
紫
色
の
猫
の
絵
」
に
泣
き
出
し

た
子
供
も
い
ま
し
た
が
「
ト
リ
ッ
ク
or

ト
リ
ー
ト
」
と
い
っ
て
お
菓
子
を
も
ら

う
と
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
み
ん
な
で
写
真
を
撮
っ
て

楽
し
い
パ
ー

テ
ィ
を
終
え

ま
し
た
。

　

先
生
方
た

く
さ
ん
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
歌
を
い
っ
ぱ
い

第
７
回
自
由
が
丘
学
園

　

11
月
9
日
（
木
）
お
ひ
さ
ま
楽

団
の
小
巻
健
さ
ん
、
和
田
雅
代
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ギ
タ
ー
の

伴
奏
で
懐
か
し
い
歌
を
時
間
の
限

り
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
童

謡
、
唱
歌
、
懐
メ
ロ
、
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
、
演
歌
と
全
22
曲
を
皆
さ

ん
思
い
出
に
酔
い
な
が
ら
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。

　

ま
た
ギ
タ
ー
の
種
類
の
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
、
定
番
の
『
禁
じ

ら
れ
た
遊
び
』
を
演
奏
し
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。
ナ

イ
ロ
ン
弦

の
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
音

色
で
、
何

と
も
哀
愁

漂
う
雰
囲

●
積
み
木
で
遊
び
な
が
ら

　
　
　

木
へ
の
親
し
み
を
学
ぶ

　

11
月
10
日
（
金
）
自
由
が
丘

幼
稚
園
へ
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

に
出
か
け
ま
し
た
。
激
し
い
雨

だ
っ
た
の
で
、
幼
稚
園
の
ご
厚

意
で
車
訪
問
を
認
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
北
播
磨
県
民
局
で

今
年
の
9
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
木
の
お
も
ち
ゃ
の
無
償
貸

出
事
業
」
を
利
用
し
た
積
み
木

遊
び
を
し
ま
し
た
。
県
・
森
林

課
の
職
員
の
方
に
遊
び
方
を
紹

介
し
て
も
ら
い
、
園
児
さ
ん
と

一
緒
に
親
子
で
積
み
木
作
り
を

楽
し
み

ま
し
た
。

み
ん
な

思
い
の

ほ
か
集

中
し
て

頑
張
り

ま
し
た
。

気
に
会
場
が
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
昔
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
、
若
か
り
し
頃

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
栄
養
講
座

～
身
体
の
中
か
ら
健
康
に
～

第
７
回
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
17
日
（
金
）、
明
治
安
田
生

命
の
濱
西
哲
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

老
化
を
防
い
で
健
康
に
過
ご
す
た
め

の
栄
養
の
取
り
方
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
保
護
し
て
い
る
テ
ロ
メ

ア
を
良
好
に
保
つ
と
老
化
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。
食
物

繊
維
、
野
菜
、
豆
類
、
海
藻
な
ど
に

テ
ロ
メ
ア
が
長
く
な
る
栄
養
素
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

老
化
を
止
め
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
①

活
性
酸
素
を
消
去
す
る
抗
酸
化
物
質

を
摂
取
す
る
（
様
々
な
色
の
野
菜
を

食
べ
る
）。
②
糖
化
を
防
ぐ
（
老
化

促
進
物
質
を
減
ら
す
食
品
を
食
べ
る
、

ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
で
食
べ

る
）。
③
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
た
め
に

た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
と
良
質
の
睡
眠

を
心
掛
け
る
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
の

リ
ス
ク
を
下
げ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

野
菜
の
摂
取
量
を
測
定
す
る
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
、
血
管
年
齢
の
測
定
も
し

て
い
た
だ

き
、
健
康

状
態
を
知

る
こ
と
が

で
き
て
、

今
後
の
食

生
活
の
指

針
に
な
り

ま
し
た
。

日曜 内　　　容

11日（木） のびのびじゆうっ子教室
　「記念品製作」

14日（日） 自由が丘連合自主防災訓練

17日（水） 家庭教育学級
　講話「親子で知ろう心と体」

19日（金） のびのびじゆうっ子教室
　「ふれあい遊び」

24日（水） トレーニング講習会

※ 1 月の休館日は、31日（水）です。
※ 公民館へのお問い合わせは、℡85－4700まで。

令和 6 年 4 月 1 日から公共施設の貸室の使用料を改定します。
新料金は、同日以降に利用申請された分から適用となります。
なお、減免（料金の減額又は免除）の取扱いは変更ありません。

貸室等名 現行料金
（円／時間）

改定料金
（円／時間）

大会議室 1,300
（半面は650円）

1,500
（半面は750円）

談話室 150 200
料理実習室 500 600
大会議室ステージ 150 200
中会議室 400 600
研修室 1 200 300
研修室 2 150 200
研修室 3 150 200
和室　※ 1 室利用 100 150
和室　※ 2 室利用 150 200
和室　※ 3 室利用 200 300
講座室 400 600

（注）トレーニングルームの料金は変更ありません。
長年の間、使用料の料金を据え置いてきたことから、受益者負担
の適正化を図るため料金の算定方法や利用者の負担割合を定め、
料金を改定します。御理解くださるようお願いします。

※冷暖房費を含む。

自由が丘公民館

使用料改定のお知らせ
令和６年
４/１から

❖　 1 月の行事予定　ご案内　❖


